
彼女「ふぅ～～っ…私の彼氏のぉ…あなたにぃ…こんなにか

わいい妹さんがいるなんて…知りませんでしたぁ…んはぁ～

っ…んん～～っ…ふぅ～～っ…」 

 

妹「あたしもぉ…お兄ちゃんがぁ…こんなオナホペットを飼っ

てるなんて…しらなかったよぉ…むぅ～～っ…なんていうかぁ

…隅に置けないっていうかぁ…」 

 

彼女「はぁっ…んはぁ～～っ…それで今日は…二人を同時に

…オナホールにしちゃうんですねぇ…まったく…エッチなお人

なんですからぁ…」 

 

妹「んん～～っ…大好きなお兄ちゃんがぁ…そうしたいってい

うのならぁ…喜んでぇ…この人とぉ…協力するけどぉ…あたし

の本音はぁ…お兄ちゃんを…独り占めが…いいのぉ…」 

 

彼女「はぁんっ…私も二人っきりでぇ…はぁっ…愛し合いたい

ですけどぉ…はぁ～～んっ…このぉ…二人同時プレイでぇ…オ

チンポがギンギンに勃起してぇ…雄々しいチンポ様になるの

でしたらぁ…全く構いませんわ…はぁ～～んっ…」 

 

妹「はぁ～～っ…ふぅ～～っ…あたしもぉ…お兄ちゃんの勃起

したチンポはぁ…大好きだけどぉ…んん～～っ…んふぅっ…」 



彼女「そうでしょぉ…だからこうやってぇ…れろぉ～～っ…んん

ん～～っはぁ～～っ…れろぉ～～っ…」 

 

妹「ちょっと…こっちに近寄ってこないで…はぁっ…んもうっ…

それなら…あたしが反対に…移動するんだからぁ…」 

 

彼女「はぁっ…位置がぁ…入れ替わっちゃいましたぁ…んん

～～っ…こういうのもぉ…刺激があっていいですよねぇ…んん

～～っ…すべてはぁ…あなたの…快楽のため…はぁ～～っ

…ふうぅ～～んっ…私は…彼女として…あなたの性欲のぉ…

はけ口としてのぉ…オナホールとしてぇ…一生尽くします…ん

はぁ～～っ…」 

 

妹「はぁ～～んっ…私はぁ…そんな誓いをしなくてもぉ…生ま

れた時からぁ…はぁっ…お兄ちゃんの…かわいい妹でぇ…こ

れからもずっと…おにいちゃんが大好きなのぉ…はぁんっ…

だからぁ…お兄ちゃんのオナホールはぁ…私の役目なのぉ…

はぁんっ…」 

 

彼女「それならこうやってぇ…二人で思いっきり…オナホにな

っちゃうのぉ…ほらぁ…オチンポぉ…ローションと…吐息であ

っためてあげましょ…んふぅ～～っ…」 

 



妹「れろぉ～～っ…おにいちゃぁ…ん…れろぉっ…オナホール

の妹を…味わってねぇ…」 

 

彼女「れろぉ～～っ…んん～～っ…れろぉ～～っ…オチンポお

っきくしてぇ…れろぉ～～っ…ふぅ～～っ…」 

 

妹「ふぅ～～っ…お兄ちゃんのチンポの先ぃ…エッチぃ…んん

ふぅ～～っ…はぁ～～っ…んはぁっ…」 

 

彼女「んふぅ～～っ…チンポ好きですぅ…あなたのチンポ大好

きぃ…んん～ふぅ～っ…」 

 

妹「んはぁ～～んっ…れろぉ～～っ…お兄ちゃん…お兄ちゃん

…妹のぉ…お口オマンコの…オナホールなのぉ…んふぅっ…

れろぉ～～っ…ふぅ～～っ…れろぉ～～っ…」 

 

彼女「はぁ～～っ…んはぁっ…おちんちんがぁ…おっきくなっ

てますぅ…んふぅ～～っ…はぁっ…」 

 

妹「はぁ～～んっ…ん～～っ…ふぅ～～っ…はぁっ～～っお兄

ちゃんはぁ…私の吐息でぇ…興奮、したんだよねぇ…んふぅっ

～…はぁ～～っ…」 



彼女「はぁ～～んっ…んん～～っ…あなたのオチンポにぃ…

ジャストフィットしちゃう…あなた専用の…オナホールの私が

…一番ですよねぇ…」 

 

妹「はぁ～～っ…はぁっ…お兄ちゃんはぁ…妹の…キツキツオ

マンコの方がぁ…大好きだよねぇ…んん～～っ…はぁんっ…

入口が狭くてぇ…んふぅ～っ…中が…あったかい…妹まんこ

だょぉ…んはぁ～～っ…れろぉ～～っ…」 

 

彼女「んふぅっ～～っ…ん～～っ…中のぉ…ヒダヒダがぁ…ん

ん～～っ…あなたのオチンポ…んはぁっ…刺激してあげちゃ

う…ん～～っ…スペシャルオナホオマンコぉ…んん～～っ…は

ぁっ…オチンポの先からぁ…付け根までぇ…んん～～っ…オ

ナホールが…絡みついちゃうぅ～～んっ…」 

 

妹「ふぅ～っ…れろぉ～～っ…お兄ちゃんの…おちんちん…お

っきすぎて…ふぅ～～っ…オナホの奥にぃ…ツンツンって…あ

たっちゃうの…んん～～っ…はぁっ…オチンポの先が…奥ま

で当たって…妹オマンコぉ…チンポで…完全征服中なの…ん

ん～～っ…はぁっ…」 

 

彼女「んふぅ～～っ…はぁ～～っ…グチュグチュでぇ…ベトベ

トのぉ…オナホールの中を…んん～～っ…はぁ～っ…たくまし

い…あなたのチンポが…貫いてまぁ～～す…んはぁ～っ…れ



ろぉ～～っ…オチンポ…素敵すぎてぇ…はぁ～～っ…もう…

心も体もぉ…とろけちゃいま～す…はぁ～っ…んふぅ～～っ

…」 

 

妹「ふぅ～～っ…んん～っ…お兄ちゃんの…おちんちんもぉ…

んふ～～っ…妹のぉ…はぁ～～っ…オナホールもぉ…はぁ～

～っ…んふぅ～～っ…とろけあってるよぉ…んはぁ～～っ…ふ

ぅ～～っ…はぁ～～っ…キツ～い…妹オナホールもぉ…お兄

ちゃんのオチンポでぇ…んふぅっ～～ひろがってきちゃったみ

たぁ～いっ…はぁ～～っ…」 

 

彼女「んはぁ～～っ…れろぉ～～っ…私のぉ…オナホールは

ぁ…んん～～っ…いつでもぉ…ジャストフィットですよぉ…んふ

ぅ～～っ…れろぉ～～っ…んんん～～っ…はぁっ…あなたのチ

ンポにぃ…ぴったりキュンキュンなぁ…あなたの彼女のぉ…オ

ナホオマンコぉ…んん～～っ…レロレロぉ～～っ…」 

 

妹「はぁ～～っ…ふぅ～～っ…れろぉ～～っ…んん～っ…妹の

ぉ…オマンコはぁ…いつでもぉ…はぁ～っ…締め付けはぁ…

抜群なんだからぁ～～っ…れろぉ～～っ…なんど使ってもぉ

…きつ～いオマンコの感触を…楽しめるんだよぉ…はぁ～～

っ…ふぅ～～っ…」 

 



彼女「んん～っ…はぁ～っ…あなた専用のぉ…オナホ彼女の

…オナホオマンコとぉ…妹さんのオナホオマンコのぉ…比べっ

こ…とっても幸せ気分ですよねぇ…んふぅ～～っ…はぁ～っ…

でもぉ…どっちが…あなたのお好みですかぁ～？はぁ～んっ

…れろぉ～～っ…私知りたいんですぅ～～っ…」 

 

妹「はぁ～～っ…れろぉ～っ…お兄ちゃんのお気に入りはぁ…

やっぱりぃ…はぁ～～んっ…ちっちゃくて…とってもかわいい

…妹の…この私のオナホ、だよねぇ…んは～～っ…もっとぉ…

大好きになっちゃうようにぃ…どんどん締め上げてあげちゃう

ぞ…はぁっ…お兄ちゃんの…お・ち・ん・ち・んっ…んはぁ～～

っ…んん～っ…」 

 

彼女「はぁ～～っ…んん～～っ…私のオナホオマンコってぇ…

んん～～っ…自分でいうのもなんですけどぉ…とってもいやら

しくてぇ…卑猥な形してますよねぇ…んふぅ～～っ…はぁ…見

ただけでぇ…チンポがぁ…バキバキに勃起しちゃってぇ…んん

～っ…即ハメしちゃいたくなるようなぁ…ドスケベ専用…オナ

ホ…んんん～っ…んはぁ～っ…」 

 

妹「はぁん～～っ…おにいちゃんはぁ…かわいい妹とのぉ…ラ

ブラブオナホライフが…いいんだよねぇ…れろぉ～～っ…フル

ーティーでぇ…甘酸っぱい…ニオイのするぅ…オナホオマンコ

が…お兄ちゃんおちんちんを…きゅ～～んって締め付けてあ



げちゃうのぉ…はぁ～～っ…ふぅ～～っ…お兄ちゃん大好きぃ

…」 

 

彼女「はぁ～～んっ…こっちのぉ…オナホールはぁ…んふぅ～

～っ…オチンポぶち込む前からぁ…いやらしくてぇ…猥褻なぁ

…粘液がぁ…トロトロ流れてきちゃってますぅ…んふ～～っ…

においもぉ…媚薬みたいにぃ…エロエロな気分にしちゃうよう

なぁ…ふぅ～～っ…いやらしいにおいですぅ…はぁ～～っ…一

言でいうと…セックスの時ぉ…オマンコのぉ…はぁんっ…ニオ

イなのぉ～～…」 

 

妹「ふぅ～～っ…ダメダメぇ…せ、セックスなんて…はぁ～っ…

いやらしすぎですぅ…んん～～っ…お兄ちゃんにはぁ…まだ早

すぎなのぉ…んん～～っ…はぁ～～っ…お兄ちゃんにはぁ…

健全なぁ…妹とのオナホプレイでぇ…十分なのぉ…んはぁ～

～っ…れろぉ～～っ…」 

 

彼女「はぁっ…専用オナホ彼女を…変態飼育してるなんてぇ

…もうとっくにぃ…あなたのお兄ちゃんはぁ…エロエロお兄ち

ゃんなのぉ…んん～～っ…ふぅ～～っ…それにぃ…この猥褻

ヒダヒダ付きのぉ…グチョエロマンコオナホのぉ…虜になっち

ゃって…いるんだからぁ…はぁ～～っ…れろぉ～～っ…」 

 



妹「んはぁ～～っ…おにいちゃんはぁ…どっちのオナホールも

ぉ…好きなのぉ～？…気分次第でぇ…んはぁ～～っ…どっち

にでもおちんちんを突っ込めるからぁ…はぁ～んっ…だからぁ

…二人で…競い合わなくても…平気だってこと…？…んふぅ

～～っ…はぁ～～んっ…」 

 

彼女「んはぁ～～っ…あなたはぁ…二つのオナホールを…必

要としてくださるのですねぇ…んはぁ～っ…れろぉ～～んっ…

わかりました…はぁ～～っ…うれしいですぅ…ますます愛して

しまいますわぁ…んん～～っ…んん～～っ…」 

 

妹「はぁ～～んっ…とっても素敵なことを…言ってくれるぅ…

お兄ちゃんにぃ…はぁ～～っ…特別にぃ…妹のよだれべとべ

とオナホでぇ…大サービスだよぉ…んふ～～っ…れろぉ～～っ

…れろれろぉ～～っ…んふぅ～～っ…」 

 

彼女「んはぁ～～っ…れろぉ～っ…んふぅ～～っ…こっちはぁ

…あなたのぉ…金玉までぇ…包み込んじゃう…ふんわりオナ

ホールぅ…それもぉ…お下品なぁ…スペシャル淫語つきでで

ぇす…んはぁ～っ…んん～～っ…れろぉ～～んっ…」 

 

妹「んはぁ～～っ…れろぉ～～っ…お兄ちゃんの…エッチな汁

とぉ…よだれが…混じっててぇ…はぁっ…んん～～っ…はぁっ



…チンポチンポチンポぉ…んん～～っ…れろぉ～っ…お兄ち

ゃんデカチンポぉ…んふぅ～～っ…」 

 

彼女「はぁんっ…ふぅ～～っ…あなたのぉ…金玉の…クサい

においっ…んふぅ～～っ…大好きですぅ～～…んはぁっ…金

玉のにおいがぁ…大好きなぁ…ドスケベマンコのぉ…オナホ

ですぅ～～んふぅ～～っ…れろぉ～～っ…」 

 

妹「んはぁっ…れろぉ～～っ…あたしはぁ…お兄ちゃんのクサ

いニオイならぁ…全部好きだよぉ…んはぁっ…れろぉ～～んっ

…チンポの匂いもぉ…ケツ穴のニオイもぉ…んふぅ～～っ…お

兄ちゃん…大好きぃ…」 

 

彼女「ん～～っ…でもぉ…このクサい金玉のニオイはぁ…れろ

ぉ～～んっ…全部ぅ…私が…嘗め回しちゃいますぅ…んん～

～っ…ん～～っ…れろぉ～～っ…オナホールにぃ…タマキンま

で…あったか～く…包まれてますぅ…んん～～っ…タマキンっ

…タマキンっ…たまき～～んっ…んふぅ～～っ…れろぉ～～っ

…ふぅ～～っ」 

 

妹「それならぁ…わたしはぁ…とっても恥ずかしい…匂いのす

るところを…なめちゃうんだぁ…はぁんっ…ふぅ～～っ…行く

よぉ…れろぉ～～んっ…れろぉ～～んっ…んはぁぅ～～っ…れ



ろぉ～～っ…はぁ～～んっ…いけないこと…しちゃってるのぉ

…んはぁ～～っ…れろぉ～～っ…」 

 

彼女「はぁ～～っ…ずるいですぅ…オナホなのにぃ…男の人

のアナルにまでぇ…はぁ～～っ…私もぉ…アナルの奥の奥ま

で…はぁ～～っ…味わいたかったのにぃ…んはぁ～～っ…は

ぁ～～っ…ケツ穴攻めはぁ…下品なぁ…オナホ彼女のぉ…私

の役目ですぅ…んはぁ～～っ…れろぉ～～っ…」 

 

妹「れろぉ～～んっ…お兄ちゃんの…お尻の穴ぁ…おいしい

よぉ…んんっ…はぁんっ…お兄ちゃんのケツ穴ぁ…んはぁ～～

っ…れろぉ～～っ…おにいちゃぁ～んっ…恥ずかしいのぉ…？

んはぁ～～っ…ふぅ～～っ…」 

 

彼女「んん～～っ…すごいですぅ…前立腺でぇ…もうチンポ、

はちきれそうなのぉ…んん～～っ…ヒダヒダエロマンコもぉ…

あなたのぉ…特大チンポ様でぇ…壊されちゃいますぅ…はぁ

～～っ…んはぁ～～っ…」 

 

妹「はぁっ…んはぁ～～っ…おにいちゃんの…チンポ…すごぉ

いっ…ん…んはぁっ…あたしもぉ…アナルのニオイでぇ…はぁ

～～っ…おかしくなっちゃうのぉ…ん～～っ…オナホール…と

けちゃうますぅ～～…んはぁ～～っ…れろぉ～～っ」 



彼女「はぁ～～んっ…んふぅ～～っ…妹さんのぉ…アナルな

めでぇ…極太になったぁ…特大チンポからぁ…精液便所のぉ

…オナホ彼女にぃ…チンポ汁出してぇ…はぁんっ…れろぉ～

～っ…」 

 

妹「んん～～っ…妹にぃ…お尻の穴をなめられてぇ…ふぅ～

～っ…どぴゅどぴゅってぇ…はぁ～～っ…ザーメン出しちゃう

なんてぇ…はぁ～～んっ…れろぉ～～っ…お兄ちゃん、変態な

んだからぁ…んはぁ～～っ…いいよぉ…変態お兄ちゃんの…

んはぁ～～っ…精液ぃ…んはぁ～～っ…」 

 

彼女「ふぅ～～っ…んふぅ～～っ…どうぞぉ…お好きなだけぇ

…出してぇ…んん～～っ…れろぉ～～っ…ダブルオナホの中

にぃ…いっぱい出してぇ…はぁ～～っ…れろぉ～～っ…れろれ

ろぉ～っ…」 

 

妹「はぁ～～っ…ふぅ～～っ…れろれろぉ～～っ…たくさん出

してねぇ…大好きなお兄ちゃん…れろぉ 

～～っ…いいよぉ…いっぱいなのぉ…んはぁ～～っ…」 

 

彼女「れろぉ～～っ…んはぁ～～っ…すごいのぉ…いつもより

…んふぅ～～っ…たくさん出ちゃってるぅ…んはぁ～～っ…こ

んなに精液出したの…初めてかも・・んはぁ～～っ…」 



妹「れろぉ～～っ…ふぅ～～っ…れろぉ～～っ…はぁ～～っ…

すごぉ～いっ…オナホールからぁ…零れ落ちちゃうくらいに…

出しちゃってるぅ…んはぁ～～っ…お兄ちゃんの…精液…はぁ

～～っ…めっちゃ出てるよぉ…んふぅ～～っ…大量すぎてぇ…

すごいよぉ…ふぅ～～っ…」 

 

彼女「んん～～っ…はぁ～～っ…すごいですぅ…もうオナホー

ルの中…ザーメンで…どろどろなの…はぁ～～っ…ふぅ～～

っ…もう…ドボドボって…んん～～っ…あふれてますぅ…ふぅ

～～っ…れろぉ～～っ…」 

 

妹「はぁっ…んはぁっ…お兄ちゃんのぉ…アナルでぇ…頭おか

しくなっちゃったのぉ…んはぁっ…はぁ～～っ…妹オナホなの

にぃ…マンコからぁ…マンコ汁ぅ…ダラダラなのぉ…れろぉ～

～っ…んん～～っ…」 

 

彼女「はぁん～～っ…喉の奥にぃ…絡みつくぅ…精液ぃ…ん

ん～～っ…もうあなたの…タマキン汁でぇ…頭がとろけちゃい

ますぅ…んはぁ～っ…はぁっ…んはぁ～～っ」 

 


